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令
和
２
年
９
月
の
台
風
及
び
集
中
豪
雨

に
よ
る
国
道
499
号
や
河
川
の
被
害
状
況
と
、

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

脇
岬
町
や
黒
浜
ト
ン
ネ
ル
付
近
は
土
砂

の
流
入
や
越
波
な
ど
で
道
路
が
冠
水
し
、
通

行
止
め
が
発
生
し
た
。
そ
の
後
、
長
崎
県
が

復
旧
作
業
に
当
た
っ
た
が
、
脇
岬
町
で
は
落

石
防
護
柵
の
復
旧
に
時
間
を
要
し
、
現
在
も

片
側
交
互
規
制
が
行
わ
れ
て
お
り
、
早
期
全

面
復
旧
と
災
害
に
強
い
道
路
づ
く
り
に
向
け

て
県
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
、
上
流
の
河
川
の
法
面

が
大
雨
な
ど
に
浸
食
さ
れ
、
土
砂
が
下
流
に

一
気
に
流
れ
込
ん
だ
こ
と
で
道
路
や
田
畑
に

流
れ
出
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
特
に
被
害

が
大
き
か
っ
た
風ふ

う
破ば

木き

川が
わ
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
一
部
区
間
の
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、

引
き
続
き
地
元
自
治
会
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
整
備
を

進
め
て
い
く
。

さ
ら
に
、
根

本
的
な
対
策

と
し
て
、
県

に
よ
る
河
川

上
流
の
砂
防

事
業
化
に
つ

い
て
働
き
か

け
て
い
き
た

い
。 野

母
崎
地
区
の
防
災
対
策

問答

調
達
の
一
環
と
し
て
、
市
内
水
産
加
工
品
を

活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
今
後
も
学
校
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
水
産
物
や
水
産
加
工
品
の
消
費

拡
大
、
流
通
促
進
に
努
め
て
い
く
。

	

市
の
無
料
法
律
相
談
に
つ
い
て
、
電
話

等
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
相
談
場

所
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

本
市
の
法
律
相
談
は
、
毎
週
月
、
火
、

木
曜
日
に
実
施
し
て
お
り
、
実
施
日
の
午
前

８
時
45
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
に
先
着
10
名

ま
で
受
付
を
行
っ
た
後
、
抽
選
に
よ
り
順
番

を
決
定
し
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
の
間

に
、
一
人
に
つ
き
15
分
か
ら
20
分
程
度
で
相

談
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
行
の
実
施
方
法
で
は
受
付
か
ら
相
談
終

了
ま
で
長
時
間
を
要
し
、
相
談
者
に
と
っ
て

利
用
し
づ
ら
い
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
制
の
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
に
つ
い
て

は
十
分
配
慮
し
て

い
る
が
、
新
市
庁

舎
に
お
い

て
よ
り
充

実
を
図
り

た
い
。

無
料
法
律
相
談
窓
口
の
改
善

問答

	

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と

の
協
議
状
況
と
本
市
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

 

事
業
者
と
の
協
議
や
情
報
交
換
は
、
多

い
時
は
週
に
数
回
行
っ
て
お
り
、
最
寄
り
の

公
共
交
通
機
関
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
方
法
や
マ

イ
カ
ー
利
用
に
よ
る
交
通
渋
滞
へ
の
対
策
な

ど
、
必
要
な
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
９
月
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

令
和
長
崎

長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
進
捗

問答

ト
用
地
を
含
む
市
の
中
心
部
エ
リ
ア
が
国
か

ら
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
の
指
定
を
受
け
、

税
制
面
で
の
優
遇
措
置
が
可
能
と
な
っ
た
ほ

か
、
工
業
地
域
か
ら
商
業
地
域
へ
の
用
途
地

域
変
更
の
手
続
を
進
め
て
い
る
。

　
現
在
、
事
業
者
に
お
い
て
ス
タ
ジ
ア
ム
や

ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
施
設
基
本
設
計
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
予
定
で
は
令
和
４
年
の
着
工
、

令
和
６
年
の
初
め
頃
の
完
成
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
必
要
な
協
議
を
遅
滞
な

く
進
め
て
い
く
。

	

高
齢
化
が
さ
ら
に
進
行
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
介
護
人
材
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
が
、

本
市
に
お
け
る
今
後
の
介
護
人
材
の
不
足
数

の
試
算
と
人
材
確
保
策
を
伺
い
た
い
。

 

長
崎
県
が
平
成
29
年
度
に
推
計
し
た
介

護
職
員
の
需
要
と
供
給
の
見
込
み
で
は
、
令

和
７
年
度
に
県
下
で
約
３
３
０
０
人
の
不
足

が
見
込
ま
れ
、
人
口
割
合
に
す
る
と
本
市
は

約
１
０
０
０
人
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
。

　
介
護
人
材
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
県
と
連
携
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

よ
る
業
務
の
効
率
化
や
元
気
高
齢
者
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
、
小
学
校
高
学
年
へ
の
体
験

学
習
の
実
施
、
外
国
人
の
人
材
を
安
定
的
に

受
け
入
れ
る
仕
組
み
作
り
な
ど
、
新
た
な
介

護
人
材
の
発
掘
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
高

齢
者
が
で
き
る
限
り
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
、
自
立
支
援
、
重
度
化
防
止

策
に
も
併
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
介
護
人
材
の
確
保

問答

▲被災した風
ふう
破
ば
木
き
川
がわ
の様子

▲幸町に建設予定のスタジアム（イメージ図）

※構想段階のため、今後デザインを含め変更の可能性があります。
提供：ジャパネットホールディングス


